令和○年○月○日
製造部長　○○様
製造部　○○
出張報告書
標記の件、下記のとおりご報告申し上げます。

記
1. 出張先
株式会社〇〇　関西工場
2. 期間
令和○年○月○日 ～ ○月○日（2日間）
3. 目的
本出張は、同工場において発生した基幹システムの障害対応を目的として実施したものである。具体的には、生産管理システムにおいてデータ更新処理の遅延および一部データ欠損が発生し、生産計画および在庫管理に支障をきたしている状況であったため、原因調査および復旧対応、再発防止策の検討を行うことを目的とした。
4. 対応先および関係者
工場長　〇〇様 、生産管理部　責任者　〇〇様　、情報システム担当　〇〇様
5. 対応内容および結果
現地到着後、まずシステムログおよびサーバー稼働状況の確認を実施した。その結果、夜間バッチ処理の一部においてエラーが発生し、データ更新処理が途中で停止していることが判明した。原因としては、データベース容量の逼迫およびバックアップ処理との競合が影響している可能性が高いと判断した。
対応として、不要データの整理および一時的なストレージ拡張を行い、バッチ処理の再実行を実施。その結果、データ更新は正常に完了し、在庫および生産データの整合性も回復したことを確認した。
また、システム停止期間中に発生した未処理データについては、手動補正および再登録を行い、業務への影響を最小限に抑えることができた。
さらに、同様のトラブル再発を防ぐため、定期的なログ監視とアラート設定の見直しを現地担当者と共有し、簡易的な運用改善をその場で実施した。。
6. 検討事項および今後の対応
1 システム容量および運用体制の見直し
データ増加に対して現行サーバーの容量が不足しているため、ストレージ増設またはクラウド移行の検討が必要である。
2 バックアップ処理の最適化
業務処理とバックアップの時間帯が重複しているため、処理スケジュールの再設計を行う必要がある。
3 マニュアルおよび教育の整備
現地担当者による初期対応が可能となるよう、トラブル対応マニュアルの整備および教育実施を検討する。
7. 所感
今回のトラブルは、システム容量の逼迫および運用管理の不足が重なったことにより発生したものと考えられる。現地での迅速な対応により大きな業務停止には至らなかったものの、今後のデータ増加を踏まえると、抜本的なシステム改善が必要である。
ITシステム部としては、単なる障害対応にとどまらず、予防保守および運用改善の視点から支援を行うことで、同様のトラブルを未然に防ぐ体制を構築していきたい。
以上
